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新緑に包まれて居ナこ野や山も，次第に色濃くなり，
　　菜種の花も散って，萎の穗が寸，一寸と延びる頃，
　み室の景色も亦ナこ，春のころもを脱ぎ捨て），
　　　初夏のよそおひを凝らす様になって來ナこ．
　　果てしなく流れる利根川べりに立って，
　　　　武藏李野に出没する星をながめる船頭衆は，
　　　ナことへ星座を知らすとも，春に見馴れナこ星の姿が，
　　　　　次第に西へ移って行くのに，氣が付くであらう．
銀河は西に低く横はつて，「カシオペヤ」「セブエ」は地に近く，
　　北斗七星は高くかSつて，天頂には「かみのけ」「まきを」
「れうけん」「かんむり」等が座を占め，「ふナここ」は蜘こ没して，
　　「しし」もその後を追ひ，「うみへび」は南に長く横はる．
　　七夕で知られナこ牽牛織女は，甑に東に登って，
　　　　圃では牽牛は丁度，大きな帆の後に見えてみる・
　　　夏の代表の「さそり」も東の地三線に現はれて，
　　　　　初夏である事は一目見ナこ丈けでも知られる．
